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256 号 

次
世
代
に
安
全
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
老

朽
化
対
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

急
速
に
進
む
公
共
構
造
物
の
老
朽
化
対

策
の
た
め
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を

構
築
し
、
適
切
な
修
繕
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。 

公
共
事
業
は
、
地
域
構
造
を
変
え
て

し
ま
う
ほ
ど
、
社
会
及
び
経
済
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
す
。
道
路
の

み
な
ら
ず
建
築
物
な
ど
の
関
連
す
る
イ

ン
フ
ラ
更
新
と
併
せ
て
、
発
災
時
に
お

け
る
救
急
救
命
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た

め
、
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
」
を
な
く
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
専
門
的
な
技
術
知

識
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
あ
き
る
野
市
の
「
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
、
格
段
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

 

ご
挨
拶 

 
 

 
 
 

 
 
 

あ
き
る
野
市
長 

澤 

井 

敏 

和 

日
増
し
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

去
る
十
月
四
日
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、

あ
き
る
野
市
長
と
し
て
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
、
今
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
強

く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

さ
て
、
あ
き
る
野
市
は
、
今
年
二
十
歳
を
迎

え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
成
熟
し
た
ま
ち
へ
と

着
実
に
一
歩
一
歩
を
進
め
て
行
く
た
め
に
、
堅

実
な
行
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て 

て 

て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
経
済
力
の
強
化
が
必

要
で
あ
り
、
産
業
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
十
月
三
十
一
日
に
は
圏
央
道
の
桶
川
北
本

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
白
岡
菖
蒲
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
が
開
通
し
、
こ
れ
に
よ
り
東
名
高

速
、
中
央
道
、
関
越
道
そ
し
て
東
北
道
が
一
つ

に
結
ば
れ
た
こ
と
な
ど
最
大
限
に
生
か
し
、
積

極
的
な
産
業
立
地
の
推
進
、
雇
用
の
場
の
確
保
、

産
業
の
振
興
、
定
住
人
口
の
増
加
、
自
己
財
源

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
、
自
治
体
は｢

加
速
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化｣
｢

切
迫
す
る
巨
大
災
害｣

な
ど
の
危
機
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。
膨
大
な
ス
ト
ッ
ク
資
産
を

候  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
二
十
七
年
度
「
親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
実
施
報
告 

事
業
委
員
会 

岩 

浪 

由 

和 
 

去
る
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
四
日

に
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
主
催
の
親

睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
、
組
合
員
二
十
四
名

の
方
に
ご
出
席
頂
き
、
日
の
出
町
の
「
さ

か
な
園
」
に
て
開
致
し
ま
し
た
。 

前
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
親
睦

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
開

催
後
「
ま
た
開
催
し
よ
う
。」
と
の
声
を

頂
き
、
今
回
は
二
回
目
と
な
る
福
利
厚
生

事
業
の
「
親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
実
施

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

当
日
は
小
作
駅
及
び
秋
川
駅
に
集
合

し
、
バ
ス
に
乗
り
合
わ
せ
て
現
地
へ
向
か

い
ま
し
た
。
気
温
は
少
し
肌
寒
く
、
天
候 

               も
生
憎
の
雨
模
様
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
逆
に
そ
の
お
か
げ
で
贅
沢
に
も

「
貸
切
状
態
」
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
を
使

用
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

ま
ず
は
岩
浪
副
理
事
長
の
挨
拶
、
乾
杯

の
御
発
声
を
頂
き
、
十
一
時
よ
り
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

前
回
同
様
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
に
は
、

炭
・
着
火
剤
・
鉄
板
・
網
等
は
す
べ
て
準

備
さ
れ
て
お
り
、
食
材
も
焼
く
だ
け
の
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん

開
始
後
す
ぐ
に
火
を
お
こ
し
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
始
め
て
お
り
ま
し
た
。 

 

 

火
を
お
こ
し
始
め
て
か
ら
は
寒
さ
も
和

ら
ぎ
丁
度
良
い
具
合
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。「
さ
か
な
園
」
は
屋
根
の
あ
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
で
す
の
で
濡
れ
る
事
も
な
く
、

川
面
を
打
つ
雨
を
眺
め
な
が
ら
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
普
段
と
は
異
な
り
風
情
が
あ
っ

て
良
い
も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

今
回
の
親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
雨
模
様

で
し
た
の
で
、
前
回
の
よ
う
に
ニ
ジ
マ
ス

釣
り
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
分
み
な
さ
ん
で
鉄
板
を
囲
み
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
食
べ
る
事
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
よ
り
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
に
感
じ
、

お
酒
も
進
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
中
盤
か
ら
は
各
鉄

板
ご
と
に
こ
だ
わ
り
の
焼
き
そ
ば
作
り
も

始
ま
り
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
よ
り

組
合
員
の
親
睦
も
深
ま
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
き
、
こ
の

よ
う
な
親
睦
の
場
が
設
け
ら
れ
れ
ば
良
い

な
と
思
い
ま
す
。 

終
わ
り
に
、
今
回
の
開
催
に
あ
た
り
、

お
心
遣
い
を
頂
い
た
東
日
本
建
設
業
保
証

㈱
新
宿
支
店
様
、
お
忙
し
い
中
ご
参
加
頂

い
た
各
組
合
員
様
、
準
備
等
お
手
伝
い
頂

い
た
皆
様
方
に
は
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

  

 

 「社会福祉法人 砂町友愛園」の収穫祭参加 

西多摩の山々が紅色に染まる中、１１月２１日に青梅市沢井にある

「社会福祉法人 砂町友愛園」の収穫祭に西多摩建設業協同組合が訪

問しました。 

 砂町友愛園は、昭和２３年に東京都の認可を受けてから現在まで至

る児童福祉法に定められた児童養護施設です。園庭の横には川が流れ

ていて魚釣りもできるとても自然豊かな場所です。 

 以前から、施設長と酒井副理事長との親交があったことから、地域

貢献事業の一環として、収穫祭のお手伝いに行ってまいりました。 

収穫祭の準備から始まり、力仕事やガスの取り扱いなど建設業なら

ではのお手伝いが出来たのかと思います。収穫祭の最大イベントは４

年ぶりの餅つき大会となっていました。 

もち米２０㎏をセイロで蒸し、職員・ボランティアの人達をはじめ、

子供達と一緒に餅つきをし、子供達が味付けをした美味しいお餅や豚

汁をご馳走になりました。 

又、組合員・賛助会員で集めたタオル５８０本や建設機械のおもち

ゃを寄付しました。建設機械のおもちゃは大人気で子供達もすごく喜

んでいました。「少しでも建設業に興味をもってもらえれば」「将来、

ここから地元の建設業を担う子供達がいれば」といった思いも含め今

回訪問させて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催者でもある山本桂司施設長からは、「今回の収穫祭も、準備か

ら片付けまでお手伝いして頂き大変嬉しく思います」。 

「春には杉の子祭もあるのでお気軽にお越しくだされば有り難いと

思っており、子達も将来ここから近い場所で働きたいといった希望も

多くありますので、地元である近くの会社で働ければ有り難いと思っ

ております。」  といったお言葉を頂戴しました。 

 終わりに、西多摩建設業協同組合としてこれからもこういった地域

貢献活動を行いながら、街の安心安全につなげていこうと感じまし

た。 

広報委員会 
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 １０ 月 事 業 報 告  

３日 若手経営者の会 工事現場視察研修 １泊２日 

     愛媛県 松山港湾工事現場 

（松山港外港地区国際物流ターミナル整備事業） 

７日 三多摩建設業連合会 役員会 南多摩建設業協会 

８日 災害対策安全委員会 

８日 労働衛生週間工事現場パトロール 西多摩分会 

９日 広報委員会 ２５５号編集発行 

１５日 三多摩建設業連合会 第６回街づくり担い手発掘 

     プロジェクト実行委員会  会場：南多摩協会 

１９日 総務委員会 

２０日 事業委員会 

２１日 理事会 

  １１ 月 事 業 計 画  

 ４日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２７年度研修（講演）及び総会開催 

会場  福生市民会館  小ホール 

    出席者  １０８名 

１０日 事業委員会 

１２日 災害対策安全委員会 

１４日 親睦ＢＢＱ大会開催 

時間：１１時～１４時頃予定 

場所：日の出町「さかな園」 

１６日 総務委員会 

１８日 理事会 

２０日 広報委員会 ２５６号編集発行 

２１日 地域貢献事業 （事業委員会） 

     訪問先 社会福祉法人 砂町友愛園 

２６日 ２７年度技術講習会開催 （災害対策安全委員会）  

時間 午後６時３０分～ 

会場 あきる野ルピア ３階 ホール   

 

第１７回 西多摩地区安全衛生大会 

              建災防西多摩分会 

日時 １２月３日（木）１３時～１６時３０分  

会場 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ  小ホール 

１．式典 

２．安全衛生活動事例発表  

３．特別講演 

   テーマ「安全・安心のための５Ｓ活動」 

４．大会宣言 

 

 

西建協・若手経営者の会 工場見学会 

月日 １２月２２日（火曜日） 

場所 扇島（川崎市・横浜市）FEスチール 東日本製鉄所 

 

 

  

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 
<青梅校 2016年度開講講座〉 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

◎１級建築施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程 ２月１８日（木）スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程  3月中旬スタート 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

◎２級土木施工管理技士コース 

基礎講義 ６月２３日（木）～７月１４日（木） 

      １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

本講義  ７月１９日（火）～１０月１１日（火） 

◎宅地建物取引主任者本科コース  

・講義日時 基礎講義 ３月初旬（水）～４月中旬 

本講義 ４月下旬（水）～９月２１日（水） 

            １３時～１７時２０分 毎週 水  

◎２級建築施工管理技士コース 

・講義日時 基礎講義 ９月６日（火）～９月２０日（火） 

        １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

        本講義 ９月２３日（金）～１１月６日（日） 

1級土木・2級土木・1級建築施工・2級建築施工の講座は 

『建設労働者確保育成助成金』の対象講座ですので、学費の 

８０％が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として 

青梅校を開講（７年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の 

連絡をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２７年度総会及び研修（講演）開催 

 １１月４日（水）午後福生市民会館小ホールにて総会及び研修

（講演）が開催されました。 

第１部総会 

・来賓 

福生市長 西多摩建設事務所長 

     （財）暴力団追放運動推進都民センター代表理事  

警視庁福生警察署長 

警視庁青梅・福生・五日市警察署 

         刑事組織犯罪対策課 課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部 研修  

暴力団排除ビデオ（ＤＶＤ）視聴  

タイトル 「決断の刻」     

講演テーマ 「暴力団情勢と対応要領」について 

講師  警視庁組織犯罪対策第三課 

暴力団排除第一係長 尾﨑 正憲  

質疑応答 

                   

 

 

建設業 

年末年始労働災害防止月間 

平成２７年１２月１日 から   

平成２８年１月１５日 

強調期間スローガン 

無事故の歳末 明るい正月 

これから迎える年末年始は、工事 

が輻輳化するなどにより、労働災害 

の多発が懸念されるところです。 

このため「災害防止強調期間」と定 

めて積極的な労働災害防止活動を推 

進することとし、会員各位におかれ 

ては、本実施要領を踏経営まえて経 

営トップのリーダーシップの下、 

関係者が一体となって、組まれるようお願いいたします。 

 


